
アンケー ト結果採録、展示コーナー写真

評価
とて も よ い … ‥…・… … … ‥‥・…・… … 2

よい … ‥… … ‥・‥‥… … … … ‥‥・… …・ 1

よくな い … … ‥‥… … … … … … … … ‥ 1

（回答 数 4 ）

感想 ・ ハ イテ ン シ ョ ンに 驚 い た ／ 知 らな い 人 同士

なの にす っか り打 ち解 けた／話 す内容が暖

昧 で よ くわ か らな か っ た／ は じめ か ら楽 し

くて 2 日間 頑 張 ろ う と思 っ た

評価
とて も よい ‥‥‥… … … ‥… ‥・… … …・ 2

ふつ う … … ‥‥・…・… ‥… … ‥… … ‥… 3

よく な い ・…・‥… …・…・… … ‥‥… … ‥－

（回答数 5 ）

感想 迫力が あった／本 名宣言 に感 動／知 らない

文化 に触 れて ためにな って面 白か った／ 自

己紹 介が 興味 深 か った／ 形 式 的 に な らず

に、 子 ど もが 主 体 で や っ て い け る よ う に

評価 とて も よ い ・…・… … … … ‥… …・‥・・… 3

ふつ う … ‥‥… ‥… ‥… …・… ‥… …・… －

よ くな い ・… … ‥‥… …・…・… … … ‥… －

（回答数 3 ）

感想 一部 に場 違 いの発言 もあ ったが 、提案者 が

それぞれの立場 で頑張 って いる姿が 見れて

とて も よか っ た ／ 現 場 と行 政 と両 方 の 意 見

が ズ レ も含 め て 聞 け て よか っ た。 皆 も私 と

同 じこ と を思 っ て い る の だ な と感 じた。

評価
とて も よい ・… …・… ‥‥… ‥‥… … ‥… 3

よい ‥… ‥… ‥‥‥… … ‥… ‥‥‥…・… ‥ 1

ふつ う ・… … … …・… …・‥… ‥‥・… … ‥ 1

（ l＝け手放 5 ）

感想・ 隅 々 まで見れ なか った／ す ご く丁寧 で給麗

な ポ ス ター で 感 動 した／ ど うい う思 い で ／

ポ ス ター を書 い た か 説 明 をつ け加 え た ら ど

う で し ょ う か ／ う ま い 。 よ か っ た 。

高校生が描 いた子 どもの権利条約のポスター

展示 コ ーナ ー を見 る参 加 者

子どもの権利条約 フォーラム’9 7 報告書 － 15



〈 第 2 分科会 「地域参カロ」〉

評価

〈 第 1分科会「学校参加」〉

評価 とて も よ い … … … … … … ‥… ‥・…・ 1 1

よい … …・… … ‥‥… ‥・・… … …・…・…・5

よく な い … …・・… … … … …・… ‥・… … －

（回答数 16）

感想・ 3 人 の主役 の思 いの 大 き さに感動 した／

公立 で こん な試 みが 出来 る なんて、可能性

の 広 が りを感 じた 。 生 徒 の 笑 顔 と、 そ れ を

サ ポー トす る先 生の勇気 に感動 ／士幌 の取

り組 み に本 当 に 力 づ け られ た。 子 ど も を信

じて託 す こ とが で き る教 師 。 親 た ちの 幸 せ

を う らや ま し く思 う／ 同 じ中学 生 が こ ん な

に 自主的 に活動で きる なんてす ごい。生 徒

の気持 ちが 分か って よか った。す ご く勉 強

にな った／ 生徒の ことばに行動 が伴 ってい

る こ と に 感 動 。「教 師 が 権 力 を捨 て るべ き」

に共感／ い ろんな学 校の話 が聞 けて よか っ

た ／ 地 元 川 崎 で こ う した実 践 が 見 え な い の

が残 念。 川崎の先生 は フ ォー ラム来 てい る

の だ ろ う か ／ 士 幌 の 生 徒 た ちが 自分 とい う

もの を しっ か り持 っ て い る こ と 自体 が 実 践

の成 果だ と感 じた。何 が一番 大切 かを教わ

っ た ／ 指 示 待 ち の 生 徒 を増 や さ な い こ とが

大事 ／同 じ公 立中学 であ りなが ら、わが子

の 中 学 と の あ ま りの 違 い に 、憤 りす ら感 じ

た。 日本 中 の 中 学 が 変 わ る可 能性 も あ る と

信 じて 出来 る こ と か ら一 歩 づ つ 歩 み た い ／

す べ て を通 じて み る と賛 成 で き な い部 分 も

あった／地域 性の強調 は全 国的 にな りに く

い。教育制 度の改革 を求め てほ しか った／

司 会の 人がす ぐ次 に進 め て、手 を挙 げる暇

が なか った。

報告 す る士 幌 中央 中 の子 ど も た ち

1 d 一 子どもの権利条約フォーラム’9 7 報告書

とて も よ い ‥… …・…・‥… ‥・…・・…・ 1 1

よい ・… ‥… … ‥…・… ‥… … … … … …・2

よくな い … ‥… … … … ‥‥‥… … … …・－

（回答数 13 ）

感想・ 小 学 生 か らお とな まで 同 じ立場 で話 せ て

よか っ た ／ お とな と子 ど も、 互 い の 立 場 を

知 る こ とが 条 約 の 前 提 ／ 子 ど もた ちが 堂 々

と語 っ て くれ る 姿 に驚 か され た／ 子 ど もた

ちの持 って いる力 に感動 。未来 を感 じさせ

て くれた会議 だった／ 自分 とは反対 の意見

が 出 た り、 学 校 ご と の個 性 を話 して くれ て

よか っ た ／ 大 勢 で 話 し合 え て と て も楽 しか

っ た。

〈 第 3 分科会 「多文化共生」〉

評価
とて も よい ・・… … … … ‥…・…・‥… …・ 1

よい … ‥… ‥…・…・… ……・……・… …・ 1

よくな い ・…・… … ‥‥…・… ‥… … … … 1

（回答数 3 ）

感想・ ニ ュー カマ ー、在 日、帰 国 子女 の 皆 さん

の心 の叫 びが 聞け ま した／ それぞ れの発表

は重 く、 様 々 な 内 容 を 含 ん だ もの 。 しか し、

その 後の進行 が成 り行 きまかせ。

〈 第 4 分科会「少年法」〉

評価
とて も よ い ・・… … … ‥… …・…・‥・・… ‥ 3

ふつ う … … ‥・… …・…・‥‥‥・… … … … 1

よくな い ・‥‥…・・… … … … ‥…・…・…・－

（回答数 4 ）

感想・ 少年 法 に無 知 な 自分 に不 安 を覚 えた／ 加

害者 の少年 も被 害者 だ とい う認識 を深 め た

い ／ も う少 し時 間 が あ れ ば 。



〈 第 5 分科会「居場所」〉

評価 とて も よ い ・… … ‥‥…・… … … … … … 6

よい …・…・… ‥… … … … … … ‥… …・‥6

ふつ う ‥… ‥‥・…・…・‥… …・・…・・… … 1

（川答致13）

感想 今 回来て いろい ろなこ とが わか った。早 め

に連 絡 も らえ ば も っ と積 極 的 な 呼 び か け で

きた ／ 居 場 所 を手 作 り して い くた め の勇 気

を た く さ ん も ら い ま し た ／ 自 分 と い て 居 心

地 の良い場所 は 自分 に も居心地 の良 い場 所

で あ る 。 ま さに そ の通 り／ だ ん だ ん と居 心

地 が よ くな る場 で した ／ 居 場 所 の あ り方 の

議論 が よか った／話 したい 人が話 したいだ

け話 せ る場が あ って よか った。継 続 させ て

ほ しい ／ 「居 場 所 」 が あ りま した 。 ち ょっ

ぴ りホ ッ．七 して ち ょ っ ぴ り元 気 が 出 ま し

た／ 全 体 と して の 話 の 流 れ に ま と ま りが な

か った。

〈 第 6 分科会「市民検証」〉

評価
とて も よい ‥‥・… … ‥… …・・・…・・… … 2

よい ‥…・…‥… …・… ……・・・… …… … 4

よくな い ‥‥… …・‥‥‥… …・…・・… …・－

（ 回答数 6 ）

感想 報告 書 につい て説 明が具 体的 で よか った。

地域 の仲間 に伝 え たい。 勇気づ け られ感謝

して ます／市民検 証 の重 要性がす ご くわか

っ た 。 地 元 で も是 非 や りた い 。 もっ と具 体

例 が知 りたい 。検 証 の 仕方 が 参 考 に な っ

た／ 時 間が 短 す ぎた。 会場 が少 し暑 か っ

た。

〈 第 7 分科会 「カナダの救済制度」〉

評価
とて も よ い ・・… … ‥… ‥・… ‥… ‥‥… ‥ 3

よい …・・…・… … ‥… ‥… … … … … … ‥2

よく な い ‥… …・…・…・… … … ‥…・…・ 1

（卜」答数 6 ）

感想 日本 で条約実施 に必要 な法律 と組織 が何で

あ る か あ ら た め て わ か っ た ／ ア ドポ カ シー

制 度 を 日本 に も導 入 しま し ょ う ！／ 通 訳 で

大 変 で した が 、 質 問 の 時 間 も ほ しか っ た ／

時 間が少 なす ぎた。 日本 との背景 の違 い を

考 え な が ら じっ く り聞 きた か っ た。 カ ナ ダ

には罰 則規定が あ るのが す ごい。

〈 第 8 分科会 「条約入門」〉

評価 とて も よ い ・・…・… … … … ‥・… … … 1 1

よい ‥‥‥‥‥… ‥… ‥… … …・‥… ‥・…・ 1

よく な い ‥… … … … ‥…・…・・… …・・… －

川－】答数 12 ）

感想 － と て もわ か りや す か っ た 。 考 え方 に非 常 に

共 感 で き た ／ 進 め 方 が わ か りや す く印 象

的 ／ こ の ワ ー ク シ ョ ップ応 用 した い／ 自分

た ち の こ と ば か ら権 利 を 知 って い く。 とて

も身 近 で 入 りや す か っ た／ お と な と子 ど も

が グルー プで一緒 になって考 え、話 した こ

とが とて も よ か っ た ／ 親 しみ や す い ム ー ド

で 、 皆 リ ラ ッ クス して 聞 け た ／ 講 師 の 話 の

展開が とて も上手 。

〈 第 9 分科会「C A P 」〉

評価 とて も よい ……・・…・…… …… …… 1 1

よい ・… ‥‥… … … …・・… …・・… … ‥…・3

よく な い … … ‥‥‥‥… … ‥… … … … ‥－

（回答数14 ）

感想 体験 してみ る と非常 に意義 あ るこ とがわか

る と思 う。 文 部 省 、 教 育 委 員 会 も こ れ を取

子どもの権利条約フォーラム’9 7 報告書 － 1 7



照誕勝一挺緋 撰辣＊濃寮ヨ一難一報

り入 れ る と よい ／ 特 に′ト中 学 生 に は 、 劇 も

説 明 も とて もわ か りや す か っ た／ 先 生 に言

っ た ら直 る子 とそ うで な い 子 が い る と思 う

が 、勇 気 を持つ ことが大切 だ と思 った／ お

と な に 話 す の は ち ょ っ と勇 気 が い る の で

は ？／ 自分 が ど う行 動 す べ きか 考 え る よ い

チ ャ ン スが も らえ た ／ 子 ど も も参 加 し、 と

て も楽 しい 雰 囲気 で した。

虐待 か ら身 を守 る方 法 を熱心 に聞 く小 学 生 た ち。

C A P の プ ロ プ ラム をお と なに も説 明 。

濃窮雅犠報ヨ一難－

評価
とて もよい …・… ……・…・… …… … 1 4

川崎 の子 ど も た ちの作 品

フォー ラム 特 製 プ リク ラ も登場 しま した 。

イン ター ネ ッ トで子 どもの 権 利 関係 の ホー ム ペ

ージ を見 る参 加 者

群群草鞋群照準



子どもの権利条約 に関す る資料

子どもの権利条約関連の書籍の販売。大盛況 で
し た 。

詔謙一蓉血塗様

評価
とて も よ い … …・… ‥… … … … … … 1 9

よい … …・・・… …・… … … …・…・・・… ‥‥4

ふつ う ・・…・……・…… ‥…・… …… …・・3

（回答数26 ）

感想・ 面 白い ！来年 は もっ とい っぱい人達 れて く

る／ これ を地域 に広 げたい／ 全国の 人 と話

し合 え て と て も楽 しか っ た ／ 2 日 間 と もい

罪探勝一挺榔 聯 辞表訴ヨ一難孝零義



新聞記事

∈ヨ 太 j 鮎L 宮 弄斤 乃荊 平成9 年（1g卯年）1 1月2 2 日・2 9 日（土曜日）

地
域
か
ら
の
子
ど
も
の
権
利
未
読
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム
耶
」
が
十

一
月
二
日
、
三
日
の

両
日
、
川
崎
市
の
国
際
蒜

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
自
治
体
の
取
り
組
み
状
況
や
子
ど
も
邑
身
の
地
堺
で
の
活
動
の
様
子
が

報
告
さ
れ
た
。
日
本
政
府
が
児
童
の
権
利
条
約
を
批
准
し
て
か
ら

三
年
経
つ
が
、
学
校
で
の
人
権
教
育
な
ど
の
取
り
組
み
と

あ
わ
せ
て
、
家
庭
や
地
域
さ
ら
に
は
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
の
姿
勢
も
問
わ
れ
始
め
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
子
ど
も

の
人
権
の
闇
庵
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
事
例
や
神
奈
川
県
、
東
京
都
な
ど
の
中
・
高
校
生
た
ち
に
よ
る
社

会
参
加
活
動
の
現
状
が
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。

終
わ
ら
せ
ず
に

「
子
ど
も
の
た

中
学
生
ら
も
活
動
報
告

き
め
の
細
か
い
広
報
や
地
域

社
会
へ
の
子
ど
も
参
加
の
支
援

活
動
を
続
け
て
い
る
川
崎
市
で

は
、
前
の
広
報
な
ど
で
、
権
利

条
約
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

自
身
に
対
し
て
も
蓑

階
に

応
じ
て
三
種
類
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を

作
っ
て
き
た
。
ま
た
子
ど

も
の
意
見
表
明
権
を
尊
重
す
る

た
め
、
学
校
の
代
表
や
地
域
の

子
ど
も
会
の
代
表
な
ど
で
行
政

区
ご
と
に
子
ど
も
会

議
を
作
り
、
子
ど
も

の
運
営
を
生
か
し
た

子
ど
も
叢
会
や
人
権

集
会

を

開
い

て
き

た
。川
崎
市
の
場
合
、

単
な
る
イ
ベ
ン
ト
で

地
域
で
の
活
動
を
報

告
す
る
「
川
崎
子
ど

も
・
夢
・
共
和
国
」

の
子
ど
も
た
ち

め
の
ま
ち
つ
く
り
」
京

き
し

て
、
今
年
九
月
に
「
川
崎
子
ど

も
・

夢
・

共
和
国
」
と
い
う
子

ど
も
が
自
主
的
に
運
営
す
る
組

織
も
で
き
た
。「
学
校
と
い
う
枠

を
超
え
て
百
六
十
人
の
子
ど
も

た
ち
が
活
動
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
意
見
は
行
政
と
し
て

も
参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

子
ど
も
に
直
接
聞
く
と
い
う
ス

タ
ン
ス
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に

し
た
い
。
た
だ
、
も

っ
と
す
そ

野
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思

っ
て
い
る
」
と
成
果
と
課

囁
を
指
摘
す
る
の
は
川
崎
市
教

委
の
小
宮
山
健
治
さ
ん
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
川
崎
子

ど
も
・

夢
・

共
和
国
」
の
メ
ン

バ
ー
の
大

観
徳
子
さ

ん
ら

が

「
子
ど
も
な
ら
大
人
で
は
絶
対

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
意
見
を

い
え
る
。
自
分
た
ち
の
住
lん
で

い
る
町
を
も
っ
亀

レ
い

町
に
し
た
い
と
い
】2
知
持
ち
で

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
報
告
。

東
京
の
町
田
市
で
括
勤
し
て

い
る
「
K
E
N
2
」
の
メ
ン
バ

ー
や
「
神
奈
川
ふ
れ
あ
い
子
ど

も
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
す
る
中

学
生
な
ど
か
ら
「
公
園
や
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
に
中
学
生
が
集
ま

る
と
す
ぐ
に
追
い
出
さ
れ
る
。

児
童
館
や
公
民
館
に
も
行
き
つ

ら
い
。
地
域
の
中
に
中
学
生
が

集
ま
れ
る
場
所
が
ほ
ん
と
に
少

な
い
」
と
「
意
見
表
明
」
も
あ

っ
た
。
中
学
生
が
集
ま
れ
る
大

型
の
児
童
館
や
青
少
年
セ
ン
タ

ー
な
ど
、
行
政
が
進
め
て
い
る

子
ど
も
の
た
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。
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ど
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み
」
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学
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へ
の
注
文
も
あ

っ

た
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賛同団体

A R C
D C I 口本支 部

E R IC ＆ d e sig n F F

G I T C （ グロ ー ブ ・ イ ンタ ーナ シ ョナ ル ・テ ィー チ ヤー ズ ・サ ー クル ）

H I V と人権 ・情 報 セ ン ター人阪 支部

I P A 日本支 部

K M J 研 究 セ ン ター

L E T ’S 国 際 ボ ラ ン テ ィ ア交 流 会

N G O 外 国 人政清 ネ ッ ト

N G O 福 岡 ネ ッ トワ ー ク

S H A P L A N E E R ＋ A ．P ．C ．P ．トク トク の 会

W O M E N ’s  M A  S  S A G E
アーユ ス＝仏 教 国際協 力 ネ ッ トワー ク

アジア保健 研 修財 団（A H I ）

アフ リカ教 育 基金 の 会

アム ネ ス テ ィ・ イ ン ター ナ シ ョナ ル 日 本 支 部

アム ネ ス テ ィ人 権 教 育 チ ー ム ・ 関 西

いしかわ 県民 教育 文化 セ ンター

（財 ）岡山 Y M C A

外国人労働者弁護団（L A F L R ）

開発教育協議会

学校 災害 か ら子 ど もを守 る全 国連絡 会

神奈川県高等学校教職員組合

神奈 川人 権セ ン ター

関西 N G O 協議会

関西 N G O 情 報 セ ン ター 市民 の集 い

関西N G O 大 学

関西国際交流団体協議会

関西 セ ミナ ハ ウ ス

君が代 訴訟 をすす め る会

行政書士入管手続研究会

京都 ・ 子 どもの権利 条 約 を読 む会

（ 財 ）京都 ユ ー スホ ステ ル協 会

クレ ヨンハ ウス総 合文 化研 究所

群馬 チ ビ もの権 利委 員 会

劇団風の子東京

現代座 G E O

（ 財 ）神 戸学 生 ・青 年セ ン ター

（ 財 ）神 戸 Y M C A 国際 セ ンター L E T S

国際子 ど も権利 セ ンター

国際精神里親運動部

「 チ ビ もの 権利」 市 民 オ ンブズ マ ン

ナビ もの 権 利 条 約 岡 山 ネ ッ トワ ー ク

ナビ もの権 利条 約 「熊 本の 会」

f一ど もの 権 利 条 約 ネ ッ トワ ー ク

（90団体、五十音順）

「 j’・ど もの権 利」 宮崎 の 会

J㌧どもの 人権連

J’一ど も情 報研 究 セ ン ター

f・ど も の た め の オ ン ブ ズ パ ー ソ ン水 戸

一戸 ど も の 仲 間 と生 捕 を作 る 会

在rl コ リ ア ン 人 権 協 会

桜井法 貴 グ ローバ ル教 育研究 所

ささ え あ い 医 療 人 権 セ ン タ ー（C O M L ）

（ 祉 ）セ ー ブ ・ ザ ・ チ ル ドレ ン・ ジ ャ パ ン

全国高等学校教育法研究会

曹洞 宗 国 際 ボ ラ ン テ ィア 会（S V A ）

第3 世 界 シ ョ ッ プ

多文化 共生 セ ンター

たま り ば

（ 財 ）たん ぼぼの 家

中卒 ・ 中 退 の 子 ど も を もつ 親 の ネ ッ トワ ー ク

チェ ル ノ ブ イ リ子 ど も基 金

茅ヶ崎 サ ポー トネ ッ ト

デイ サ イ ド

束京 シ ュ ー レ

（ 財 ）と よなか 国際交 流協 会

日比 混 血 児 を 支 え る ネ ッ トワ ー ク

ト】本 キ リス ト教 同数 育委 員 会

（ 祉 ）日本 国際民 間協 会（N I C C O ）

【 －ヨ本 チ ビ もを守 る会

［］本児竜・ 青少年演劇劇団協議会

【 1本消費者連盟

口本 吉 年奉 仕協 会

（ 杜 ）【＿j 本 フ ィラ ン ソ ロ ピ ー 協 会

（ 財 ）日 本 フ ォ ス タ ー プ ラ ン協 会

ト1本 ホ リ ス テ ィ ッ ク 教 育 協 会

日本 Y M C A 同 盟

人間と性・教育研究協議会

ハイ ス ク ー ル フ ェ ス テ ィバ ル in 埼 玉 O B ，O G

パレ ス チ ナ アーど も の キ ャ ン ペ ー ン

フィ リ ピ ンの こ ど もた ち の 未 来 の た め の 運 動（C F F C ）

悶：子 相 談 の家 世 田谷 区 よ しみ の会

緑のサ ヘ ル

（ 財）箕面市国際交流協会

民‾キミ教育研究所

民方矢教 育促 進協 議 会

民族 教 育文 化 セ ン ター
l

民族 差 別 と闘 う神奈 川連 絡協 議 会

養護 施 設 を考 える 会

横浜教 区滞「］在 外 国人 と連帯 す る会
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協賛団体
（ 9 団体）

日本 評論社

明石書店

草土文化社

ポプ ラ社

エイデ ル研究所

三省堂

あかね書房

北樹出版

東信堂

共催
（ 1 団体）

（ 財）神奈川県国際交流協会

後援
（8 団体）

ユニ セフ駐 日事務所

（財）川崎市国際交流協会

川崎市

川崎市教育 委員 会

神奈川県

神奈 川県教 育委員 会

横浜市

横浜市教育委員会

（ 敬称略、110名、五十音順）
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あとがき

今回の フォーラム には 「地域か らの子 ど もの権利実現 」 といサ ブ

タ イ トルが つ け られ ま した。 これ は市 民 の レベ ルで も行 政 レベ ルで

も人権問題へ の取 り組み に積 極的 な川崎 の地 で開催 で きたこ とと関

連が あ り ます 。

条約普 及に積極 的な 自治体 との連携 や地域 に根 ざ した条約広 報活

動の促 進 とい った面 で、 ほぼ期 待通 りの成果 があ ったので はないか

と考 え て い ます 。

2 日 間 の 延 べ 参 加 者 は 、 5 2 1名 で 、 こ れ まで の 5 回 の フ ォ ー ラ ム

の中で最高 だ ったのでは ないか と思 い ます が、その 中で、 開催 地で

ある神奈川・ 川崎 の参加者 の割 合が か な り高 か った ことが 目立 ちま

し た 。

また、条約 普及 に積 極的 な 自治体 の報告 や資料展示 があ ったため

か、首都圏 の 自治体 関係者 の参 加 も目につ きま した。

さ らに 、 子 ど も た ちの 積 極 的 参 加 も今 回 の フ ォー ラ ム の特 徴 だ っ

た と言 える と思 い ます。遠 く、北海道 や福 岡、兵庫 な どか ら参 加の

子ど もた ち もす ば ら しい 発 表 を して くれ ま した が 、 地 元 の 子 ど もた

ちが大 勢参加 し、い くつか の分 科会 では川崎 の子 ど もた ちの元気 に

圧倒 され る とい う光 景 もあ り ま した 。

参加 者は 1 日目が 25 3名 （一般参加 13 6名 、ゲス ト74 名 、 スタ ッフ

4 3 名 ）、 2 日 目が 2 68 名 （一 般 参 加 1 58 名 、 ゲ ス ト6 3 名 、 ス タ ッ フ4 7

名） で した 。

子 ど もの権利 条約 フ ォー ラム9 7事 務 局

（藤井幹夫記）

実行 委 員長 か らの閉会 の あい さつ

子どもの権利条約 フォーラム ’9 7 報告書 － 2 3



子どものための
人権ノー ト
児玉勇二、安 田秀士 ‘勢】6 3】円

「
改

子どもの人権
ルネッサンス
児玉勇二 ＠1 8 0 0円

自治体 でとりくむ

子どもの権利条約
永井憲一監修 子どもの人権連編

いじめと中学生
払と り 払 と り に て き る こ と

斎藤次郎 簡1600 円

いじめを跳ね返 した

子どもたち ①②
野口良子 官各1359円

A K A S H l人権ブ ックス（彰

日本で暮らす

外国人の子どもたち
定住化 時代 と子 どもの権利

社団法 人自由 人権協 会（J C L U ）編 ㊨2000円

明石 書 店 〈価舶 本体価格です〉

〒113 東京都文京区湯島2－14－11 胤 0 3（5 818）1 17 1

振替 0 0 100－ト2 45 05 一目録呈 触．0 3（5 818 ）1 174
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田以 卜続 川‥・

○少年非行 と子 どもたち ト吉睾康博＝編

○障害をもつ子 どもたち ト児玉勇二＝編

○乳幼児期の子 どもたち ト坪井節子編

○ア ジアの子 ども と日本 一荒牧重人、粟野裏道＝編

◎子どもたちの性 卜坪井節子＝編

◎戸籍制度 と子 どもたち ト榊原富士子＝編

◎宗教と子 どもたちト中川 明＝編

社
会
全
体

の
矛
盾
が
集
中
的
に
表
現

さ
れ
る
、
子
ど

も
た
ち
の
生
き

て
い
る
場

。
こ
れ
ま
で
見
落
と

さ
れ

が
ち
だ

っ
た
分
野
も
意
識
的

に
拾

い
あ
げ

、
子
ど
も
の
世
紀
と
し

て
の
創
世

紀
を
展
望

す
る
。

子
ど
も

の
人

権
双
書

編
集

委
員
会

＝
企
商

【
全

〓
巻

】

㊥
各
巻
－
6
0
0
円

子
ど
も
の
人
権
双
書
首
判

「 子どもの権利条約」は、
子どものための世界の約束J

★まんがで学ぽういろんな知 識★

簸る「子どもの権利条約」事典

喜多明人・文 内田玉男・画

「 子どもの権利条約」は、子どもの権利を

守るため につ くられた、世界中の国 と国

との約束です。日本も、 1 9 9 4 年 4 月に

条約 に力0わ りま した。この本 は、身近な

子どもの生活の中から、子どもの権利に

かかわるテーマを、まんがと文章でわか

りやす くまとめたものです。

●定価（本体 1，16 5円＋税）

あかね書房
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季
刊
教
育
法

学
校
運
営
に
欠
か
せ
な

い
法
律
・
教
育
理
論
と
情
報
・
必
備
雑
誌

〃
‥
年
4
回
発
行

※
本
体
価

格
は

棚
号

ま
で
ー

4
5
6
円
、

㈹
号
以
降

－
6
1
9
円
。

106

体

罰
は
な
ぜ
な
く
な
ら
な

い
？

安
藤

博
／
坂
本
秀
夫
／
緒
方
章
宏
／

田
中
富
広
／
川
上
祐
司

M

中
央
教
育
審
議
会
答
申
／
変
え
よ
う
高
校

河
野
重
男
／
長
尾
彰
夫
／
佐
藤
晴
雄
／
三
浦
孝
啓
／
黒
沢
惟
昭
／
寺
脇

研

／
服
部
次
郎
／
井
上
走
彦

M

学
校

五
日
制

と
教
育

の
規
制
緩
和

平
原
春
好
／
太
田
光

一
／
長

正
晴

●
資
料
・

教
育

の
規
制

緩
和

（
経
団

連
／
経
済

同
友
会
）

㈹

学
校
教
育

の

「
基
礎
・
基
本
」

太
田
昭
臣
／
大
場
昭
寿
／
小
野
清
子
／
川
上
展
生
／
小
中
陽
太
郎
／

斎
藤
諦
淳
／
白
井
弘

一
／
中
野
日
直
明
／

羽
仁
協
子
／
馳

浩
／
菱
村
幸
彦

／
丸
木
政
臣
／
三
上

満
／
向
山
洋

一
／
諸
澤
正
道
／
渡
過
孝
三

川

教
育

基
本

法

50
年
（
特
価
・
2
0
0
0
円
）

憲
法

教
育
基
本
法

児
童
福
祉
法

文
部
省
設
置
法

教
育
職
員
免
許
法

国
立
学
校
設
置
法

社
会
教
育
法

博
物
館
法

私
学
助
成
関
係
法

義
務

教
育
費
国
庫
負
担
法

へ
き
地
教
育
振
興
法

政
治
的
中
立
確
保
法

学
校

給
食
法
・

日
本
学
校
給
食
合
法

輿
法

国
立
学
校
特
別
会
計
法

与
特
別
措
置
法
・
人
材
確
保
法

セ

ン
タ

ー
法

生

涯

学
習

振

興
法

地
数

行
法

学

校

保
健

法

ス
ポ
ー

ツ
振

大
学

の
運
営
に
関
す

る
臨
時
措
置
法

給

日
本
育
英
会
法

日
本
体
育
・

学
校
健
康

宗
教
法
人
法

自
治
体
条
例

根
拠
法

令

の
な

い
教

育
制

度

＿

戦
後
教

育
立
法

史
年
表

川

大

学

の

使

命

1
改
革

評
価
の
理
念
－

（
臨
時
笥

号・
定
価
2
0
0
0
円
〉

●
大
学
基
準
協
会
創
立

50
周
年
記
念
企
画
・
大
学
基
準
協
会
事
務
局
責
任
編
集

m

学
校
教
育
法

小
島
弘
道
／
市
川
須
美
子
／
坂
田

仰
／
工
藤

潤

季
刊
教
育
法
97
号

子

ど

も

の
権

利

条

約

－
学
習
の
手
引
き
－

子
ど
も

の
権
利

条

約

の
批

准

に
あ

た

っ
て

の
問
題

と
今

後

の
課
題

、

子
ど

も

の
権
利

の
国
際

的

保
障

、
条

約

を
学

ぶ
た

め

の
主

要

文

献

、

そ

の
他

、
条

約

に
関

す

る
資

料

満
載
。

本
体
価
格

1
9
4
2
円

一子
ピ

も

の
人

権

ヒ
仙現
代

教
育
法
の
諸
問
題

●
野
上
修
市
編
著

国

際

的
な

動
向

・

ア

ジ
ア
各
国

の
教
育

改

革

も
参
考

に
、

わ

が
国

で
現

実

に
起

き

て

い
る
子

ど
も

の
教
育

人
権
侵

害

問
題

を

通
し

て

子

ど
も

の
人
権

保

障

に

つ

い
て
問

い
な

お
す
。
本
体
価
格

4
3
6
9
円

憲
法
と
子
ど
も

の
権
利
条
約

●
広
沢
明
著

憲
法
・

教
育
基
本
法
体
系

か
ら
子
ど
も
の
権
利
全
般
を
検
討
。

本
体
価
格

2
7
－
4
円

新
世
紀

の
子
ど
も
と
学
校

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
ど
う
生
か
す
か

●
喜
多
明
人
著

子

ど
も

の
権

利
条

約

の
理

念

を
学

校
教

育

実
践

に
ど
う

生

か
し

た

ら

い
い
か
。

そ

の
理
念

を

提

起
。

本
体
価
格

2
－
3
6
円

東京 都 千 代 田 区 九 段 北 4 － 1 － 11 － 5 F
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子
ど
も
り

参
加
の

川
H
一

一
式
つ

－
（
市
民
と
し
て
の
子
ど
も
）
と
権
利
条
約
－

喜
多
明
人
・
坪
井
由
実
・
林
重
版
・
増
山
均

編

A
5
判
・
2
8
0
ペ
ー
ジ
・
本
体

2
、
4
2
7
円

子
ど
も
・
生
徒
・
青
年
の
学
校
参
加
、
社
会
参
加
の
実
践
的
課
題

と
理
論
展

望
を
明
ら
か
に
す
る
。
自
治
・
参
加
の
鮭
史

、
国

際
動
向

を
ふ
ま
え
て
、「
権

利
と
し
て
の
参

加
」
の
視

点
か
ら
総

合

的
な
ア

プ
ロ
ー

チ
を

試

み
た
初

め
て
の
書

。

「
甘
P
指
導
の
す
す
め

－
学
校
は
24
時
間
営
業
か
－

柿

沼
昌
芳

著
・
四
六
判
・
2
3

2
ペ
ー
ジ
・
本
体

1
、
8
0
0
円

校
則
、
懲
戒
処
分
を
ど
生
徒
指

導
に
関
す
る
事

例
を
「
法

の
日
」
か

ら
分
析
し
、
学
校
・
教
師
の
役
割
、
親
の
役
割
を
見
直
す
べ
厳
し
い
」

指
導

と
「
管

理
」
が
も
た
ら
す
混
乱
か
ら
脱

出
す
る
た
め
に
、
学

校

は
も
づ
と
フ
ァ
ジ

ー
に
な
れ
な

い
か
と
説

く

。

解
説
教

育

六

法

－
9
9
7
平
成
9
年
版

新
井
隆

一・
伊
ケ
崎
晩
生
・
浦
田
賢
治
・
神
田
健
・
島
田
修

一
・

中
山
和
久
・
永
井
憲

一・
山
崎
真
秀

編

B
6
判
・
9
7
6
ペ
ー
ジ
・
本
体

2
、
3
4
0
円

解
説
、最
新
の
判
例
、行
政
実
例
を
付
し
た
教
育
六
法
の
最
新
版
。

≡省堂
〒10 1 東京都千代田区三崎町2－22 －14 ℡ 03（3230）94 11（編集）・9412（販売）

み
ん
な
d
権
利
条
約

喜
多
明
人
・
喜
多
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
編
著

子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
決
め
ら
れ
た
権
利

条
約

な

の
に
、
内
容

が
む
ず

か
し
く
て
、

肝

心

の

子

ど

も

が

わ

か

ら

な

い

の
で

は

意

味

が

な

い
。

そ

こ

で

、

実

際

に

起

き

る

身

近
な
問

題
に
別
し
て
、
わ
か
り
や
す

い
言

葉

と
イ

ラ
ス
ト
で
ま
と
め
た
。

朗
88
ペ
ー
ジ

本
体

〓

一
〇
〇

円

あんな戎

◆
主
な
内
容

－

小
学
生

に
お
く

る
権

利
条
約

ぽ
く
た
ち

わ
た
し

た
ち
に
と

っ

て

一
番
い
い

こ
と
／
差

別
は
ず
メ

／

子
ど
も

の
し
あ
わ

せ
を

一
番
に

考

え
て
く
れ

る
お
父
さ

ん
、
お
母

さ
ん
／
家
族

み
ん
な

で
暮
し
た

い

／
戦

争
な
ん

て
ダ

ー
イ

き
ら
い
他

2

み
ん
な
の
ま
わ
り
の
権
利
条
約

ケ

ン
君
、
利

子
ち

や
ん
、
ジ

ョ

ー
書
、
や
っ
君
ガ
プ
ラ
ス
な
ど
で

起
き
る
問
題
を
考
え
る
。

3

名
裁
判

犬
サ

リ
1

犬
の
裁
判
官
サ
リ
ー
ガ
、
お
母

さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
学
校
の
先
生
、

友
だ

ち
の
「
」
と
で
因

っ
て
い
る

み

ん
な
の
悩

み
を
解
決
す

る
。

（ 宗歪芸芸慧芳莞芸警莞…誓㌘格です。）

子

ど

も

の

権

利

条

約

日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編

パ
ー
ト
1

条
約

の
具
体
化

の

た

め

に

本
体

〓

六
五
円

●
身
近

な
子
ど

も
の
権
利

一
四
項
目

と
は

●
条
約
実
施
の
責
任
と
人
権
救
済
機
構

●
子
ど

も
た
ち
と

と
も
に

子
ど
も

の
権

利

●
を
守

り

つ
つ

け
て

（
歴
史

・
実
践

）

●
高
校
生
の
意
見
表
明
・
社
会
参
加

●
権
利

条
約

の
政

府
訳
と

コ
メ
ン

ト

パ
ー
ト
2

実
践

編
（
近
刊
）

本
体

一
五
〇
〇
円

●
子
ど

も
の
権
利
条

約
と
私

●

「
子
ど

も
期
」
を
豊

か
に

の
び
や
か

に

●
生
存
・

保
護
・
発
達
・
意
見
表
明
の
権

●
利
か

ら
具
体
的
な

間
愚
を
考

え
る

●
政
府
報
告
書
と
市
民
・
N
G
O
報
告
書

●
つ
く

り
ー

こ
れ
か
ら

の
運
動

〒162 東京都新宿区早稲田鶴巻町560－8
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最新 刊

地

球

の

う

え

の
女

性

↑
男
女
平
等
の
頒

メ
ー

小

寺

初

世

子
菅

田
大
判
・
並
製

エ

ー〇

四
貫
こ

九
〇

〇
円

明
ら

か
な
差
別

が
あ

り
、
目

に
見
え

ぬ
差
別

も
あ
る
。

な

お
平

等

に
ほ
ど
遠

い
今

日

の

女
性

の
状
況
を

洗

い
出
し
、

現
状
打
破

へ
の
道
筋

を
グ

ロ
ー

バ

ル
な
視

野
か

ら
考

え
る
。

国
際
人
権
法
人
白
「

一

丁
・
バ

ー
ゲ

ン
ソ

ル
著

A
5
判
・
並
・

F

小
寺

初

世

子

訳

二
八
〇
〇

円

国

連
等

で
多
年

人
権

問
題

に
取
り
組

ん
で
き

た
著
者

に
よ

る
簡

潔
適
確

な
貴
新

概
説
書
。

国
際
人
権
規
約
先
例
集
小鳩

－
規
約
人
権
委
員
会

精
選
決
定
集
第

－
集
・
第
2
集
－

糾
AA
編
集
代
表
宮
崎
繁
樹

5
・
並
・

二

八

〇

〇

円

5
・
上
・
七

七

六

七

円

国
連
刊
『
決
定
集

』
を

編
集
翻

訳
。

仙

は
解
説
論

文

5
編

、
㈱

は
事
例
毎

に
解
説

を
付
す
。

国

際

人
権

条

約
・
宣

言

集
〔
第
二
版
〕
訓
詣
熊

田
畑
茂

二
郎
・
竹
本

正
幸
・
松
井
芳
郎
・
薬

師
寺
公
夫
編

主
要
な

人
権
条

約

一
二
〇
件

以
上
分
類

・
集
大
成
。

特

に
実
務
家

に
配
落

し

た
決
定

版
。

国
際
女
性
条
約
・
資
料
集

謂
触
管

A
5
判
・
上

・

三

四

九

五
円

女
性

の
地
位
向
上

に
必

須

の
文
書

を
網

羅
。

読

み
や
す

い
解
説
付

の
初

の
女
性
条

約
集
。

（
刊
行
準

備
中
）

最新 刊

子

ど

も

の
人

権

条

約
・
資

料

集

国
警

ど
も
法
研
究
会
編

薫

の
思

想

へ
吾

版
〕

大
沼
保
昭
著

四
六
判
・
上
製
・
四
四
〇
貢
・
三

〓
0
0
円

改

め
て

問
う

、
戟

後
責

任
を

ど
う

技
う

か
／
．
「
ア

ジ
ア
女

性
基
金

」
呼

び
か
け

人

の

一

人

で
あ

る
著
者

が
「
Ⅳ
部

戦
後
補
償

と
慰
安

婦
間

産
」等

、
大

幅
増
補

し

た
待

望

の
新

版
。

ホ
ー
ム
ス
ク
ー
ル

学
校

に
行
か
な

い
選
択
t

‥
ア

メ

リ

カ

の

実

践

B
・
レ
イ
他
著

秦

明
夫
・
山

田
達
雄
監

訳

A
5
判
・
並
製
こ

入
国
貢
・
ニ
0
0
0
円

子

ど
も

は
学
校
以
外

で
学

ぶ
権
利

も
あ

る
／
親
教

師
・
家
庭
学

校

の
実
例

が
目

の
前

に
。〉

巧卜に㌍諏
詔
謂
「
聖

謂
堅

訴
⊥諾

竺
晰
脚附〈

鈴

木

敏

正

菅

野

ハ
上
製

定
価

二
四
〇
〇
円

現

代

に

お
け

る
社

会

教

育

の
課

題

と

今

後

の
発

展

方
向

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と

に

重

点
を

お
き

、
従

来

の
学

校

刑
十
教

育

を

乗

り

越

、え
、

そ

れ

が

も

た

ら
す

諸

問

題
克

服

の
実

践
教

育

で

あ

る
「
不

定

刑
土
教

育

」
の
意
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哲子どもの 婁＃

子どもの権利条約フォーラム実行委昌会検証ワーキンググループ編
く喜多明人・粟野真造・荒牧重人・平野裕二・浜田進士・大河内秀人・勝本浩司〉

子どもの権利条約 が発効 して早や 3 年、この間、権利行使 の主体 としての子 ど もた ちは ど

う動い たか、 また国・ 自治体・ 地域 で は ？ 国際協力 の分 野 も含め、現場 か ら具体的 に検

証す る。「模擬・ 国連子 どもの権利委員会」シナ リオ、関連 200 団体 のア ンケー ト集計付 。

解説子どもの権利条約
永井憲一・寺脇隆夫編 ［第 2 版］
「 子 どもの権利条約」を解説する基本書的存在 として、幅

広く読まれてきた旧版が指摘 していた問題点は解決され

てはおらず、本書の価値 はい まだに高い。条約が批准 さ

れた機会 に必要 な改訂を加 えた。 A 5 判 37 00 円

解説・国際人権規約
宮崎繁樹編著
採択 30 周年 をむか え、人権 問題 解決 にます ます重 要

な役割 を果たす国際人権規 約の実践的活用 のため、最

新の条文解 釈・判例等 を まとめた法律家・市民必携 の

注釈 書。国際人権擁護 の第一線 に立 つ学 者、弁 護士 に

よる解 説。 A 5 判 3 70 0 円

テキストブック国 際 人 権 法

阿部浩己・今井 直書
法学セ ミナー」の好評連 載 を元 に した、国際人権 法の

初めての教科書。世界 の、そ して 日本の 人権 問題解決

に大 きな役割 を果 た している国際人権法 を、実践的に

わか りやす く解説 。最新 デ ータを盛 り込 んだ、絶好の

入門書。 A 5 判 30 00 円

〒170東京都豊 島区南大塚3－12－4 ′03－398 7一紬2 1 皿03－3卵7－85 90

子どもの権利
教育マニュアル
グローバルな活動事例 と日本の実践報告

D ．セ ル ピー＆G ．パ イク編著

河内徳子・喜多明人・林 畳鰯・岩川直樹訳

子どもの権利条約の精神 を学校でいかに根づ かせ るか

は、今 日の時代 の要請 であ る。本書 は、2 1 のプ ラク

ティスを通 して生徒 にア イデ ンテ ィテ ィや権利・義務

の態度・スキル を育 む教材で ある。日本 の教室での実

践報告 も収載。 A 5 判 19 42 円

■■■

し＿
ども の 権 利 小学生向

子ど も の 権 利 中．高校生向
小笠 毅監修
「 子 ど もの 権 利 条 約 」 を子 ど もた ち 自 身 の もの に ！

条約 の お もな 内 容 を 、子 ど も に も十 分 理 解 で き る よ う

にや さ しい こ と ば とイ ラス トで 紹 介 す る。ス ウ ェ ー デ

ンの こ ど も た ち に 配 布 さ れ て い る rわ た しの 権 利 j を

翻訳。 A 5 変型判

（小学 生向 け）8 00 円 （中・高校 生向 け）90 0 円

※価 格は税別
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子どもの権利条約フォーラム’9 7 報告書

1 9 9 7 年 8 月 1 日

〔編 集・発 行 〕 子 どもの権 利 条約 フォーラム，9 7実 行 委 員 会

〔連 絡 先 〕 子 どもの権 利 条 約 ネットワー ク

〒10 5 －0 0 2 2 東 京 都港区海岸ト 6一卜 8 3 1 T E L O 3（3 4 3 3 ）7 9 9 0／ F A X O 3（3 4 3 3 ）7 3 6 9

国 際 子 ども権 利 センター

〒5 3（）－0 0 1 3 大阪市北区茶屋町 2－3 0 5 F TELO6（375）5466／FAXO6（371）7804

⑥イ▲どもの 権 利 条約 フォーラム’9 7一丈行 安土i会



子どもの権利条約 フォー ラム 9 7 報告書 正誤表

【追加】

《賛同団体》

1 ． C A P 神奈川

2 ． ちびすけラン ド共和 国 トーキ ング k i d  s

3 ．聖教新聞社

4 ．子 どものための市民オンプ ズパー ソンの会

《 賛同傭人》

1 ．飯田 恵子

2 ．稲森 文子

3 ．伊藤 実恭

4 ．宇原佐知子

5 ．神山 幸恵

6 ．桐原 垂孝

行

衛

子

晃

子

弘

敏

暁

実

車

本

田

本

田

田

棉

滝

堂

中

朴

原

●

●

●

●

●

●

7
8
9
0
1
2

1
1
1

●

●

一

●

＿

3
4
5
6
7

1
1
1
1
1

給田 邦夫

真壁多津子

水沢 義弘

矢倉 久恵

山崎 泰孝

《 賛同団体》
・ 茅 ヶ崎 サ ポー トネ ッ ト → 茅 ヶ崎王 ど も サ ポ ー トネ ッ ト

《 賛同個人》

・ 一番 ケ瀬

・ 中村 素

・本庄 裕子

・真鍋 豊子

鮎硝
墓
監

番

村

庄

鍋

一
中

本

一兵

↓

↓

↓

↓

康

《 7 真》

・ （佐藤紀子記） → （ 佐藤盈王記）

《 1 0 頁》
・ 5 5 0 名 以上 もの人が・‥ → 旦．旦名 以上もの人が

《 裏表紙》
・ 報告書発行年月 日

1 9 9 7 年 8 月 1 日 一1 9 且旦年 8 月 1 日

【 訂正】

以上、謹 んでお詫びいた します と共 に、追加 、訂正を させていただ きます。

子 どもの権利集約 フォーラム 9 7 実行委l 会

1 9 9 8 年 8 月 3 1 日


